
森町地域クラブ認定要件確認書

· 本確認書の内容を審査するため、必要に応じてヒアリングや現地確認、根拠資料の提出等が求められることがあります。





① 学校部活動が担ってきた教育的意義を継承・発展させ、中学生の健全な育成及び多様な活動機会の確保に資する活動であること（要綱第３条第１号）
□　生徒の自主的・主体的な参加による活動であり、競技性や成果のみに偏重するのではなく、生涯にわたってスポーツや文化芸術を楽しむために必要な資質・能力等を育てることを目指した活動である。
□　町内の中学生を主な対象とし、活動拠点は原則として町内である。
□　選抜等を行わず、参加を希望する生徒を幅広く受け入れる。

② 適切な休養日及び活動時間の設定（要綱第３条第２号）
· 休養日を週当たり２日以上（平日１日以上及び休日１日以上）設けている。
· 長期休業中は、週当たり２日以上の休養日を設けるとともに、一定期間の休養期間（オフシーズン）を設ける。
· 活動時間は、平日は２時間程度、休日は３時間程度としている。

③ 会費等の適正な管理（要綱第３条第３号）
· 教育委員会が徴収する参加費と団体の会費を明確に区分している。
· 会費は活動の維持運営に必要な範囲で、可能な限り低廉な額を設定している。
· 団体口座で会費を管理し、会計帳簿を作成する。
· 年度末までに決算報告書を教育委員会に提出する。

④ 指導体制（要綱第３条第４号）
· 指導者は、教育委員会が指定する研修を受講している（又は受講予定である。）。
· 指導者は、体罰、暴言、ハラスメント等を行わず、生徒の人権を尊重した指導を行う。
· 原則として複数の指導人材が活動に携わること。困難な場合は、教育委員会による巡回等の代替措置を講じる。

⑤ 安全確保（要綱第３条第５号）
· 参加者及び指導者がスポーツ安全保険等に加入している（又は加入予定である。）。
· 保護者や関係機関への緊急時の連絡体制の整備等を行い、事故発生時の対応を適切に行う。
· 気温、湿度等の環境条件を考慮し、熱中症予防その他生徒の安全確保に必要な措置を講じる。
· 活動場所の施設・設備・用具の安全点検を行う。

⑥ 運営体制（要綱第３条第６号）
· 営利を主たる目的とした運営ではない。
· 公正かつ適切な会計処理を行い、会費の使途について透明性を確保する。
· 以下の役員を置いている。
　　　・代表　・指導者　・会計　・監事
　　　※代表と指導者は兼務可能とする。ただし、会計及び監事は他の役員と兼務できない。
· 目的、会費、入退会、役員、総会（意思決定）、会計等に関する事項を定めた規約（会則等）を作成している。

上記、要件を確認しました。

　　年　　月　　日

　森町教育委員会　様　　


団体名　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　　


